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芦
屋
釜
の
復
興
を
目
指
し
て

芦
屋
釜
の
復
興
を
目
指
し
て

　

一
度
途
絶
え
た
芦
屋
釜
の
復
興
を
目
的
と
し
て
平
成
７
年
に
開
館
し
た

芦
屋
釜
の
里
は
、
本
年
で
開
館
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、

芦
屋
鋳
物
師
が
製
作
し
た
芦
屋
釜
を
は
じ
め
と
す
る
名
品
の
数
々
を
展
示

し
ま
す
。

　

特
に
今
回
は
、
芦あ
し
や
か
え
で
り
ゅ
う
す
い
に
わ
と
り
ず
し
ん
な
り
が
ま

屋
楓
流
水
鶏
図
真
形
釜
（
九
州
国
立
博
物
館
蔵
）、

鰐わ
に
ぐ
ち口
（
今い
ま
は
ち
ま
ん
ぐ
う

八
幡
宮
蔵
）、
そ
し
て
芦
屋
町
が
所
蔵
す
る
芦あ
し
や
あ
ら
れ
じ
し
ん
な
り
が
ま

屋
霰
地
真
形
釜
の

３
点
の
国
指
定
重
要
文
化
財
を
展
示
し
ま
す
。

　

芦
屋
の
先
人
た
ち
が
生
み
出
し
た
最
高
峰
の
作
品
を
、
身
近
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ま
た
、
芦
屋
歴
史
の
里
で
は
、
特
別

展
「
金
屋
遺
跡
展
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
芦
屋
釜
の

美
と
そ
れ
を
生
み
出
し
た
鋳
物
師
た
ち
の
技
を
ぜ
ひ
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

茶
の
湯
釜
の
名
品
、
芦
屋
釜

茶
の
湯
釜
の
名
品
、
芦
屋
釜

　

南
北
朝
時
代
（
１
３
３
７
～
１
３
９
２
年
）
頃
か
ら
製
作
が
始
ま
り
、

室
町
時
代
に
は
、
茶
の
湯
釜
の
名
品
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
芦

屋
釜
。
発
掘
の
成
果
か
ら
、
現
在
の
芦
屋
町
中
ノ
浜
付
近
で
製
作
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、「
金
屋
」
の
地
区
名
に
そ
の
名
残
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

芦
屋
釜
は
、
室
町
幕
府
足
利
将
軍
家
に
も
献
上
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て

お
り
、
遠
く
京
の
地
の
貴
人
達
（
公
家
、
武
家
、
僧
侶
な
ど
）
の
間
で
名

声
を
博
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
六
世
紀
の
半
ば
頃
、
芦
屋
一
帯
を
治
め
、

芦
屋
鋳
物
師
最
大
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
守
護
大
名
大
内
氏
の
滅
亡
な
ど
の

要
因
が
重
な
り
、
芦
屋
釜
の
製
作
は
徐
々
に
衰
退
し
ま
す
。
そ
し
て
、
江

戸
時
代
初
期
頃
に
は
、
そ
の
製
作
は
一
度
途
絶
え
ま
す
。

△�重要文化財　芦屋楓流水鶏図真形釜　九州国立博物館蔵
　（闘鶏の様子と流水に浮かぶ楓を表す大ぶりの芦屋釜）

撮影：落合晴彦

芦
屋
釜
の
里
開
館
30
周
年
記
念
特
別
展

　
「
芦
屋
釜
の
美
と
鋳い
も
じ
物
師
の
技
」

提供：九州国立博物館

10
月
15
日
水
～
12
月
７
日
日
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△重要文化財　芦屋霰地真形釜　芦屋釜の里蔵
（600年ぶりに芦屋に戻った、美しい文様と形をもつ芦屋釜）

主な展示作品

△重要文化財　鰐口　今八幡宮蔵（山口市歴史民俗資料館寄託）
（守護大名大

おおうちよしたか
内義隆が芦屋金屋の大工（棟梁）大

おおえのぶひで
江宣秀に造らせた大きな鰐口）

　　
芦
屋
釜
の
里

芦
屋
釜
の
里

▽�

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
5
時

（
入
館
・
呈
茶
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽�

休
館
日　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
に
あ
た
る
場

合
は
そ
の
翌
平
日
）
年
末
年
始

▽�

料
金　

　�【
入
館
料
】
18
歳
以
上 

３
０
０
円
、・
小
中

高
校
生 

１
０
０
円
、
小
学
校
就
学
前 

無
料

　

�【
呈
茶
料
】　

18
歳
以
上 

４
０
０
円　

高
校

生
以
下 

３
０
０
円

期間中の主なイベント

　
特
別
展
に
展
示
さ
れ
た
作
品
の
見
ど
こ
ろ
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

▽
と
き　
11
月
１
日
土
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
中
学
生
以
上

▽�

参
加
費　
18
歳
以
上
＝
７
０
０
円

　
中
・
高
校
生
＝
４
０
０
円
（
入
館
料
を
含
む
）

▽
定
員　
40
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
10
月
１
日
水
～
31
日
金

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
に
、�

芦
屋
釜
の
里
（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

　
※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ギャラリートーク
（呈茶つき）

八女茶×芦屋釜
～600年の歴史と伝統～

　
八
女
の
抹
茶
や
煎
茶
、
福
岡
の
花
な
ど
を
楽
し
む
、
福
岡

づ
く
し
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▽�

と
き　
11
月
15
日
土
、
16
日
日

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

▽
協
力　
福
岡
県
茶
業
青
年
の
会

　
一
般
社
団
法
人
お
茶
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
※
詳
し
く
は
広
報
あ
し
や
11
月
号
を
見
て
く
だ
さ
い
。


